様式２-１
企　画　提　案　書
業務の名称：令和８年度「奈良の食」に触れる機会の増加事業委託業務
令和８年　月　日付けで提出依頼のあった標記業務について、企画提案書を提出します。
令和　　年　　月　　日
　奈良県豊かな食と農の振興課長　殿
（提出者）
所在地
商号又は名称
代表者氏名                     　　　　 
（作成者）
担当部署
氏名
電話番号
様式２－２
令和８年度「奈良の食」に触れる機会の増加事業
委託業務に関する企画提案
（商号又は名称　　　　　　　　　　　　）
1． 業務の実施方針
・「奈良の食」の魅力を把握・分析した上で、本業務の目的や内容を踏まえた方針とするこ
と。
2． 奈良の食材への理解を深める取組について
1） 取り上げる奈良の食材と取り上げる理由
2） 対象とするシェフ、料理人の候補と選出理由
3） 実施時期
4） 理解を深めてもらう方法

・種類、時期、量等を考慮し、適切な奈良の食材を提案すること。
・「奈良の食」をPRでき、分野も考慮したシェフ、料理人を提案すること。
・シェフ、料理人が参加しやすい時期、手法の取組企画とすること。
・どのようにして奈良の食材に関心をもってもらうかを具体的に記すこと。
3． 飲食店でのフェアイベントについて
1） 対象とする客層
2） 実施店舗と実施時期
3） フェアイベントの内容
4） 交流イベントの内容
5） 情報発信

・対象とする客層が明確に示されている。
・その客層に訴求できる実施店舗、時期になっていること。
・奈良の食材の魅力が伝わる交流イベントである。
・メニュー開発支援の手段や継続的な取引に繋がる工夫を記載すること。
・イベント集客や「奈良の食」の魅力発信に効果的で、確実かつ広範囲に伝わる情報発信の手法である。
４．業務の実施体制およびスケジュール
・本業務を円滑に遂行するための体制を図表等を用いて分かりやすく記載すること。担当者名についても記載すること。
・他の事業者と連携が必要な場合、それらの事業者と、その事業者の本業務遂行に必要な実績も記載すること。
・業務内容ごとの具体的な実施スケジュールを記載すること。
５．その他
　　　・上記以外に、奈良の食材への理解を深める取組や飲食店でのフェアイベントの企画についての提案内容があれば記載する。


（注）


・記載のポイントを赤字で明記しているので、適宜、赤字部分を削除し、項目ごとに具体的に記載してください。


・内容はＡ４版で記載し、両面記載は不可とする。


・記載内容が複数のページにわたる場合はページ数を記入すること。








